
 

 

No. 時間 タイトル 内容 講座内容 確認テスト 教材・参考資料

1 ３時間 ローカルSDGsの背景

SDGsの背景や経緯を正しく理解した上

で、ローカルSDGsの必要性や意義につい

て正しく把握することができる。

制度や補助金の仕組みについても理解す

る。

・SDGsの意義・経緯

・SDGs17ターゲット

・日本のSDGs達成状況

・ローカルSDGsの意義

・SDGsの類似概念

（ESG投資、RE100など）

・内閣府の地方創生SDGs官民連携プラット

フォームや、環境省の地域循環共生圏、

SDGs推進事業費補助金など

・SDGsに関する基礎知識について、多肢

択一式の問題演習
オリジナル教材

2 ３時間
ローカルSDGsの実践自治体

と評価（日本）

ローカルSDGsを実践している自治体を

ピックアップして、その自治体の取組内容

を解説。

ローカルSDGs実施の背景や機会について

学ぶことで、自己の立場でローカルSDGs

を実践する際の参考になることを狙いとす

る。

・自治体がＳＤＧｓに取り組むために必要

とされる５つのステップ

・事例研究①（北九州市）

・事例研究②（下川町）

・事例研究③（小田原市）

・事例研究④（富山市）

・事例研究⑤（恩納町）

※実践自治体の紹介例は、変更することが

あります。

・ローカルSDGs実践自治体における、５

つの取組ステップについて多肢択一式の問

題演習

オリジナル教材

3 ３時間
ローカルSDGsの実践自治体

と評価（海外）

ローカルSDGsを実践している海外の自治

体をピックアップして取組内容を解説。

日本以外の事例にも視野視点を向けること

で、ローカルSDGs実践の際の引出しを拡

大することを狙いとする。

・自治体がＳＤＧｓに取り組むために必要

とされる５つのステップ

・事例研究①（ボン）

・事例研究②（コルドバ）

・事例研究③（フランダース）

・事例研究④（ポートランド）

・事例研究⑤（南デンマーク）

※実践自治体の紹介例は、変更することが

あります。

・海外の主要なローカルSDGs事例につい

て、多肢択一式の問題演習
オリジナル教材

4 ３時間
ローカルSDGsと

地産地消エネルギー事業

ローカルSDGsの実践型の一つとして昨今

注目を集める地産地消エネルギー事業につ

いて基礎的な知見と実践自治体の事例を理

解する。

地域新電力、マイクログリッド、配電ライ

センスなど近時の自治体エネルギー事業に

ついても理解を深めることを狙いとする。

・地産地消エネルギー基礎概論

・FIT制度、FIP制度などの制度概要

・地産地消電力小売事業の概要

・マイクログリッド 、配電ライセンス、ス

マートコミュニティ事業に関する一般知識

・地産地消エネルギー×ローカルSDGs実践

自治体の考察

・ローカルエネルギー事業について、多肢

択一式の問題演習
オリジナル教材

5 ３時間 ローカルSDGs実践演習

架空の自治体を題材に、ＳＤＧｓに取り組

むために必要とされる５つのステップを意

識しながら自治体の課題発見、課題解決の

必要性、解決方法を考える。

事例演習は①②ともに、エネルギー事業を

中核とする。

・事例演習①

・事例演習②

・事例振返り（各班発表形式）

参加人数次第で、複数名で１組の班を形成

することがあります。

※時間の都合上、発表は２名（班）〜３名

（班）を想定しています。

未発表者は事例演習用の書式を提出してい

ただき、それにコメントバックします。
オリジナル教材

6 ３時間 認定試験

２時間の認定試験

ローカルSDGsの基礎知識を付けて、実践

に必要となる考え方が十分に身についてい

るかどうかを考査する。

・筆記試験

（多肢択一、穴埋め型記述式）

・ローカルSDGsに取り組むに際しての責

務、責任感などについて総括

・ローカルSDGsを活用した地域貢献レ

ポートの作成

（認定試験実施後、１週間以内に作成して

送付していただく）

オリジナル教材


